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1. 目的

2. 調査対象
　卒業予定者(363人)

3. 調査期間
　2022年2月14日～3月17日

4. 調査方法
　C-Learningのアンケート機能を利用

5. 回答率
　58%(211名)

6. 設問項目
　1. 自分の所属学科を選択してください。

　2. 入学時と比べて、次の能力・資質が身に付いたと思いますか。
(自立性・自律性・主体性：DP1)
     (1)自立性・自律性をもって主体的に行動することができる。
（知識・理解：DP2）

　　　　     (2)専門的知識を体系的に理解して修得し、活用することができる。 (3)自分とは異質な他者を含め、多様性を理解し受け容れることができる。
（思考・判断：DP3）

（技能・表現：DP4）
     (5)他者の思いや考えを正確に理解することができる。 (6)自分の思いや考えを的確に表現して意見を交わすことができる。
     (7)収集・分析した情報を適切に活用することができる。
（態度・志向：DP5）
     (8)他者の立場や利益を慮る「利他の精神」を身に付けている。 (9)修得した知識や思考力などを活用し、社会に貢献することができる。

　3. (10)大学での授業・生活を通して、自身が成長したと思いますか。 (11)大学の4年間は目標をもって過ごしましたか。
      (12)前の質問で「はい」と回答した人にお尋ねします。その目標は達成できましたか。 (13)卒業後の進路は、希望に沿ったものになりましたか。

　4. 次の項目の内容は、満足できるものでしたか。
      (14)初年次教育（アカデミック・スキルなど） (15)専門分野の教育（学科の授業科目）

　本学は、入学者受入れ方針(アドミッション・ポリシー；AP)、 教育課程編成・実施の方針(カリキュラム・ポリシー；CP)、卒業認定ならびに修了認定・学位授与の方針
(ディプロマ・ポリシー；DP)の3つの方針(3ポリシー)を定め、教育活動を行っている。本アンケート調査では、教育課程を通じた学生の学修成果の達成状況や学修状
況などを把握・可視化する。

     (4)情報や知識を論理的に分析して表現したり、問題・課題を発見して、その解決に必要な情報を収集・分析したりできる思考力や判断力を身に付け、問題・
     課題を解決することができる。

(16)キャリア教育（キャリア・デザインなど）
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7. 集計結果および分析

211/363人が回答。回答率58％。

「そう思う」33％、「ある程度そう思う」
55％と、88％が肯定的に回答。

「そう思う」49％、「ある程度そう思う」
45％と、94％が肯定的に回答。

DP1(自立性・自律性・主体性)について
は、「そう思う」39％、「ある程度そう思
う」50％と、89％が肯定的に回答。

DP2(知識・理解)については、91％が肯
定的に回答。

DP3(思考・判断)については、「そう思
う」31％、「ある程度そう思う」56％と、
87％が肯定的に回答。
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「そう思う」36％、「ある程度そう思う」
55％と、91％が肯定的に回答。

「そう思う」29％、「ある程度そう思う」
54％と、83％が肯定的に回答。

「そう思う」31％、「ある程度そう思う」
55％と、86％が肯定的に回答。

「そう思う」38％、「ある程度そう思う」
53％と、91％が肯定的に回答。

「そう思う」35％、「ある程度そう思う」
51％と、86％が肯定的に回答。

「そう思う」48％、「ある程度そう思う」
42％と、90％が肯定的に回答。

「はい」と、86％が肯定的に回答。

DP4(技能・表現)については、87％が肯
定的に回答。

DP5(態度・志向)については、89％が肯
定的に回答。
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「そう思う」28％、「ある程度そう思う」
48％と、76％が肯定的に回答。

「そう思う」39％、「ある程度そう思う」
45％と、84％が肯定的に回答。

「そう思う」29％、「ある程度そう思う」
53％と、82％が肯定的に回答。

「そう思う」45％、「ある程度そう思う」
45％と、90％が肯定的に回答。

「そう思う」27％、「ある程度そう思う」
49％と、76％が肯定的に回答。
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